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一般社団法人リバーテクノ研究会・減災WGがこれまで取組んできた
研究成果を、河川防災の現場で広く活用する視点から、水防災技術の
普及促進のためのポータルサイトを構築しました。

水害版BCPの検討支援として、ユーザが実際の利
用場面に沿って“適用可能な技術情報”をみること
ができる、マッチングシステムです。



流域と一体となった治水対策
～モバイルレビーという機能的な堤防～

流域と一体となった治水対策

流域の土地利用との整合性

流域住民による地域防災活動

＊各種性能確認試験を実施し、「設計の手引き」を作成

気候変動に適応した
治水対策の検討における基本的
な考え方

モバイルレビー（可搬式の特殊堤防）は、景観や利用
の面からかさ上げが困難な箇所において、水防活動
によって堤防上に板等を組み合わせて一時的に効果
を発揮する（同類の施設として、いわゆる畳堤があ
る）。ただし、モバイルレビーの強度や安定性等に
ついて今後調査研究が必要である。

今後の治水対策のあり方に関する有識者会議資料より

頻繁に襲うゲリラ豪雨急がれる治水対策

堤防のかさ上げ（モバイルレビーを含む）

住民の「安全」と「安心」を守る、新しい堤防「モバイルレビー」

モバイルレビーの有効性と機能性

●早期に治水効果が発現

●景観面への配慮が可能

●平常時の利用面への配慮が可能

●コスト縮減効果（用地費の減少など）

敷設作業の軽作業化、時間短縮を
可能にします（早期防災機能発揮）

小さく折り畳んで運搬でき、保管
に場所をとりません（コンパクト）

繰り返し使用可能で、土のうのよ
うに廃材は出ません（経済的）

特徴-1

特徴-2

特徴-3

回転モーメント回転モーメント回転モーメント

自重自重自重

水位上昇水位上昇水位上昇

水位上昇に伴い三角水のうに水圧鉛
直力（安全側）が作用します。

回転モーメントは転倒
側に作用せず、三角水の
うは転倒しません。

水圧水平力

三角水のう

ハイブリッドパネル堤

剛性の大きい軽量板を使用しています
(早期防災機能発揮)

ハイブリッドパネル堤 3つの特徴

三角水のう 3つの特徴

運搬が容易で保管し易い(軽量)

繰り返し使用可能（経済的）

特徴-1

特徴-2

特徴-3

水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇

回転モーメント回転モーメント回転モーメント
自重自重自重

親杭は水圧に対して自立
（滑動・転倒に対して安
全な構造）し、必要な強
度を持つ構造とします。

止水パネルは水圧 に対し
て十分な曲 げ必要な強
度を持つ材料です。

老朽化した木製の止
水板を軽量で耐久性
に富むハイブリッドパネ
ルに変更

水圧

止水パネル親　杭

土木研究所の施設での実験

● 取扱いと作業性の確認
● 止水性能の確認
● パネルの変形特性と耐久性の確認

中部地方整備局
揖斐川連合総合水防演習

水圧

三角水のうは水圧
水平力よりも大きい
摩擦力で滑動に対
して安定します。

曲線設置ができ、月の輪、釜段工に適用可能

介護施設の浸水に対する水防への適用 堤内地と堤外地との出入口への適用

簡易タイプ

総合水防演習参加展示

長良川畳堤へのハイブリッドパネル設置確認長良川畳堤実物大模型により止水性を確認

止水パネルの性能確認試験


